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第５回
定例会

施
設
整
備
に
備
え
３
億
４
３
０
０
万
円
を
積
立

第5回定例会（9月2日～9月26日）では、補正予算や、工事請負契約の締結など議案10件を審議し、いずれも原案のとおり可決し
ました。また、陳情6件の審査を行い、2件を採択、3件を不採択、1件を継続審査と決定しました。
平成25年度一般会計、特別会計の歳入歳出決算認定については、予算決算特別委員会で集中審査を行い、原案のとおり認定しました。

　 回
定例会

月補正予算 億円 増額

■
平
成
26
年
度
9
月
補
正
予

算
●
８
億
９
６
４
９
万
２
千
円

増
額

総
額
１
３
４
億
８
８
４
３

万
３
千
円
と
な
る
。

□
一
般
会
計
補
正
予
算

８
億
７
１
３
５
万
６
千
円

増
額

【
賛
成
多
数
・
可
決
】

□
特
別
会
計
補
正
予
算

２
５
１
３
万
６
千
円
増
額

【
全
会
一
致
・
可
決
】

﹇
主
な
歳
出
﹈

○ 

行
政
事
務
オ
ン
ラ
イ
ン
シ

ス
テ
ム
管
理
事
業

町
の
シ
ス
テ
ム
と
国
の

情
報
提
供
Ｎ
Ｗ
Ｓ
（
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
）
と
の
情

報
の
や
り
と
り
を
行
う
シ
ス

テ
ム
を
構
築
す
る
も
の
。
今

後
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
整
備
を

始
め
と
し
て
、
平
成
28
年
1

月
か
ら
開
始
さ
れ
る
番
号
制

度
導
入
に
向
け
た
対
応
が
行

わ
れ
る
。

３
６
７
万
９
千
円

○
財
産
管
理
事
業

庁
舎
Ｒ
階
を
書
庫
と
す
る

た
め
、
庁
舎
改
修
な
ど
を
行

う
も
の
。

５
２
６
０
万
円

○ 

電
源
立
地
地
域
振
興
基
金

管
理
事
業

総
合
運
動
公
園
施
設
改
修

整
備
及
び
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
整
備
に

伴
い
基
金
を
積
立
る
も
の

３
億
４
３
０
０
万
円

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
営
事
業

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
レ
イ

ア
ウ
ト
や
内
容
を
変
更
す
る

た
め
、
業
務
委
託
を
行
う
も

の
。

３
２
４
万
円

○
戸
籍
住
民
基
本
台
帳
事
務

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度

の
導
入
に
係
る
住
民
基
本
台

帳
シ
ス
テ
ム
の
改
修
を
行
う

も
の
。

１
２
８
４
万
２
千
円

○ 

総
合
町
民
セ
ン
タ
ー
管
理

事
業

平
成
26
年
度
〜
27
年
度
に

か
け
て
外
部
・
内
部
改
修
や

大
ホ
ー
ル
等
の
改
修
を
行
う

も
の
で
、
26
年
度
の
外
部
改

修
、
電
気
設
備
改
修
を
行
う

も
の
。

９
５
２
４
万
８
千
円

○
予
防
事
業

平
成
26
年
10
月
1
日
か
ら

定
期
予
防
接
種
に
追
加
さ
れ

た
、
水
痘
ワ
ク
チ
ン
及
び
成

人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
に

係
る
予
防
接
種
委
託
な
ど
を

行
う
も
の
。６

１
７
万
５
千
円

○
清
掃
セ
ン
タ
ー
管
理
事
業

管
理
委
託
料
や
ご
み
処
理

施
設
の
改
修
工
事
等
を
行
う

も
の
。

９
０
０
０
万
円

○ 

水
産
物
供
給
基
盤
機
能
保

全
事
業

日
角
浜
護
岸
の
補
修
工
事

等
を
行
う
も
の
。

４
０
０
０
万
円

○ 

過
年
発
生
農
業
用
施
設
災

害
復
旧
事
業

台
風
に
よ
り
被
災
し
た
佐

野
頭
首
工
、
呑
頭
首
工
、
横

折
用
水
路
の
復
旧
工
事
を
行

う
も
の
。

４
７
４
０
万
円

■
陳
情

●
政
府
が
福
井
地
裁
大
飯
原

発
3
・
4
号
機
運
転
差
し

止
め
判
決
を
ふ
ま
え
、
人

格
権
を
優
位
に
お
い
て
原

子
力
政
策
を
行
う
こ
と
を

も
と
め
る
意
見
書
採
択
を

求
め
る
陳
情

【
賛
成
少
数
・
不
採
択
】

●
希
望
す
る
全
て
の
人
へ
の

放
射
能
健
康
診
断
の
実
施

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

を
求
め
る
陳
情

【
賛
成
少
数
・
不
採
択
】

●
軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
の
周

知
、
及
び
労
災
認
定
基
準

の
改
正
な
ど
を
求
め
る
陳

情【
全
会
一
致
・
継
続
審
査
】

●
福
井
地
方
裁
判
所
の
「
再

稼
働
差
し
止
め
」
判
決
を

尊
重
し
、
高
浜
原
発
3
号

機
、
4
号
機
及
び
大
飯
原

発
3
号
機
、
4
号
機
の
再

稼
働
中
止
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

【
賛
成
少
数
・
不
採
択
】

●
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化

を
求
め
る
意
見
書
採
択
に

つ
い
て【

全
会
一
致
・
採
択
】

●
手
話
言
語
法
制
定
を
求
め

る
意
見
書

【
全
会
一
致
・
採
択
】

陳情提出者の福井県聴覚障がい者
協会の方々が議会を傍聴
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猿
橋　

 

巧  

議
員

　

①
原
発
依
存
体
質　

②
こ
ど
も

家
族
館
の
施
設
運
営
の
在
り
方　

③
非
正
規
町
職
員
数
の
雇
用
体
系

見
直
し　

④
琵
琶
湖
若
狭
湾
快
速

鉄
道
基
金
積
み
立
て　

⑤
県
地
方

税
滞
納
整
理
機
構
の
負
担
金　

⑥

「
う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
」「
み
ど
り
の

広
場
」は
箱
物
行
政　

⑦
学
力
テ

ス
ト
を
行
っ
て
い
る

今
川 

直
樹  

議
員

　

①
歳
入
は
堅
調　

②
「
道
の
駅

う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
」・「
み
ど
り
の

広
場
」
の
入
館
者
数
は
ほ
ぼ
計
画

ど
お
り　

③
経
常
収
支
比
率
81
・

6
％
は
対
前
年
比
2・
7
ポ
イ
ン

ト
回
復　

④
財
政
力
指
数
1・
03

で
昨
年
よ
り
0・
01
ポ
イ
ン
ト
上

昇
し
堅
調

賛成
討論

反対
討論

一般会計
決　算 賛否あり 討論概要

25年度決算

認定安定した財政を堅持安定した財政を堅持
■一般会計

町税
40億8527万円

繰越金
2億3724万円

諸収入
3億1974万円

その他
1億9799万円

国庫支出金
26億987万円

県支出金
15億1833万円

地方交付税
14億9943万円 その他

1億8821万円

歳  入
112億
1429万円
112億
1429万円

108億
2748万円
108億
2748万円

歳  出
自
　  主
　　財
   源

依
存　  
財　　

源   

繰入金
5億5847万円

農林水産業費
19億111万円
農林水産業費
19億111万円

民生費
18億2236万円

教育費
15億9743万円

衛生費
9億9060万円

土木費
8億7794万円

商工費
5億124万円 その他

10億5809万円

総務費
20億7872万円
総務費
20億7872万円

決算剰余金の内、純剰余金は3億74万円で、1億6千万円を
基金に積立て1億4074万円を繰越しました。

■ 特別会計 （単位：千円）

区　　　　分
歳　　　入 歳　　　出 純 計 額

歳入歳出
差 引 額総　額 他会計

繰入金 純計額 総　額 他会計
繰出金 純計額

後 期 高 齢 者 医 療 90,578 26,446 64,132 90,307 0 90,307 △ 26,175
国 民 健 康 保 険 845,794 85,779 760,015 845,794 △ 1,050 844,744 △ 84,729
国民健康保険診療 86,944 3,402 83,542 86,944 0 86,944 △ 3,402
介 護 保 険 845,585 146,669 698,916 838,804 0 838,804 △ 139,888
介 護 サ ー ビ ス 4,390 1,513 2,877 4,390 0 4,390 △ 1,513
簡 易 水 道 389,970 267,759 122,211 389,970 0 389,970 △ 267,759
農 業 集 落 399,840 312,296 87,544 399,840 0 399,840 △ 312,296
特定環境保全公共下水道 107,623 91,185 16,438 107,623 0 107,623 △ 91,185
合　　　　計 2,770,723 935,049 1,835,674 2,763,672 △ 1,050 2,762,621 △ 926,947

※上記円グラフ、表の金額は、各項目で四捨五入しているため合計金額が合わない場合があります。
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予算
決算

平
成
25
年
度
決
算
を
質
す

委員会
審議チェック

慎重に
（５回定例会）

予
算
決
算
常
任
委
員
会

■
付
託
審
議
内
容

定
例
会
で
付
託
さ
れ
た
25

年
度
会
計
別
決
算
並
び
に
9

月
補
正
予
算
を
審
査
し
、
決

算
に
つ
い
て
は
認
定
、
補
正

予
算
に
つ
い
て
は
原
案
の
と

お
り
可
決
し
た
。

■
決
算
審
査
の 

　
　
　

主
な
質
疑

未
納
・
滞
納
・
督
促
は

問
学
校
給
食
費
の
未
納

と
滞
納
繰
越
の
理
由

を
把
握
し
て
い
る
か
。
ま
た
、

納
入
の
督
促
を
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
か
。

答

 

把
握
し
て
い
る
。
徴

収
に
行
き
、
計
画
的

な
入
金
も
あ
り
、
現
在
は
少

し
減
っ
て
い
る
。

問
き
の
こ
セ
ン
タ
ー
の
、

土
地
建
物
貸
付
収
入

滞
納
繰
越
分
が
昨
年
度
も
あ

り
、
残
額
返
済
さ
れ
る
と
聞

い
て
い
た
の
に
、
な
ぜ
今
回

も
出
る
の
か
。

答

 

平
成
23
年
度
分
は
完

済
さ
れ
た
が
、
24
年

度
分
が
未
納
で
あ
る
。
取
締

役
か
ら
返
済
計
画
書
が
提
出

さ
れ
、
今
月
末
に
70
万
円
を

返
す
等
、
平
成
28
年
度
ま
で

の
返
済
計
画
が
示
さ
れ
て
い

る
。指

昨
年
と
同
じ
こ
と
を

繰
り
返
し
て
い
る
の

で
、
強
く
指
導
す
べ
き
で
あ

る
。歳　

入

問
合
併
特
例
の
普
通
交

付
税
が
、
激
変
緩
和

措
置
に
な
る
と
、
ど
の
よ
う

に
減
額
と
な
る
の
か
。

答

 

合
併
特
例
措
置
の
期

限
が
切
れ
る
平
成
28

年
か
ら
5
年
間
か
け
て
目
減

り
し
9
割
、
7
割
、
5
割
、

3
割
、
1
割
と
な
る
。

問
た
ば
こ
税
が
、
前
年

度
比
較
で
1
千
万
円

増
加
し
て
い
る
が
、
喫
煙
者

が
増
え
た
の
な
ら
ば
、
健
康

づ
く
り
に
相
反
す
る
こ
と
と

な
る
が
、
分
析
は
し
て
い
る

か
。答

 

今
後
十
分
分
析
し
、

税
収
を
確
保
し
な
が

ら
、
健
康
づ
く
り
も
確
保
し

た
い
と
考
え
る
。

婚
活
事
業

問
若
者
出
会
い
交
流
事

業
の
状
況
と
次
年
度

の
計
画
は
。

答

 

平
成
18
年
か
ら
12
回

実
施
で
３
０
１
名
参

加
し
４
組
が
成
立
。
今
後
も

出
会
い
の
場
を
広
く
検
討
し

た
い
。

災
害
復
旧
工
事

問
昨
年
9
月
の
台
風
18

号
の
災
害
復
旧
工
事

で
、
大
き
な
も
の
は
1
年
か

か
っ
て
い
る
が
、
通
常
工
事

と
違
い
、
急
い
で
や
る
べ
き
。

答

 

住
民
が
生
活
に
困
る

も
の
は
、
町
で
早
急

に
修
繕
し
て
い
る
。
林
道
や

多
少
時
間
に
余
裕
の
あ
る
大

型
予
算
の
も
の
は
、
国
の
補

助
を
得
る
た
め
、
査
定
等
の

手
続
き
に
期
間
を
必
要
と
す

る
。負

担
金
は

問
有
害
獣
の
処
理
加
工

施
設
利
用
負
担
金
の

負
担
割
合
は
。

答

 

４
６
６
万
１
３
７
８

円
で
あ
り
、
持
込
重

量
の
応
分
を
負
担
金
と
し
て

支
払
う
。
お
お
い
町
分
の
処

理
頭
数
は
２
１
０
１
頭
で
あ

る
。問

こ
ど
も
家
族
館
は
県

の
指
定
管
理
を
受
け

て
お
り
、
県
か
ら
の
収
入
が

あ
る
べ
き
。
建
設
当
初
の
方

針
も
あ
る
が
、
見
直
し
の
時

期
で
は
。

答

 

県
の
主
体
に
よ
る
イ

ベ
ン
ト
や
企
画
展
の

要
請
を
し
、
少
し
で
も
、
県

立
児
童
科
学
館
と
バ
ラ
ン
ス

が
と
れ
た
形
に
な
る
よ
う
要

請
を
し
て
い
き
た
い
。

経
費
削
減
は

問
運
動
公
園
全
体
の
維

持
管
理
が
1
億
2
千

万
円
と
い
う
規
模
に
な
っ
て

お
り
、
経
費
削
減
を
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

答

 

平
成
28
年
度
に
公
共

施
設
管
理
計
画
を
立

て
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

公
共
施
設
の
在
り
方
も
含
め

た
、
経
費
削
減
に
つ
い
て
計

画
し
て
い
く
。

被災した頭首工
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雇
用
・
待
遇

問
職
員
定
数
も
あ
る
が
、

住
民
に
接
す
る
職
員

は
、
極
力
正
規
職
員
を
配
置

す
る
こ
と
が
適
正
と
考
え
る

観
点
か
ら
、
非
正
規
職
員
の

雇
用
に
つ
い
て
是
正
が
必
要

で
は
。

答
 
1
7
0
人
が
適
正

な
数
と
も
言
わ
れ
て

お
り
、
総
合
的
に
考
え
取
り

組
ん
で
い
く
。

問
保
育
士
等
処
遇
改
善

臨
時
特
例
補
助
金
、

6
0
3
万
円
の
内
容
は
。

答

 

私
立
保
育
所
職
員
に

臨
時
一
時
金
と
し
て

支
払
う
も
の
で
、支
払
い
方
法

は
各
保
育
園
に
委
ね
て
い
る
。

教　

育

問
町
費
負
担
教
員
11
名

が
特
別
配
置
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
効
果
は
。

答

 

発
達
障
害
の
子
ど
も

の
補
助
を
し
て
、
教

員
が
指
導
し
や
す
く
す
る
こ

と
で
効
果
が
あ
る
。

安
全
維
持
管
理
は

問
佐
分
利
街
道
の
通
学

路
外
灯
が
新
設
さ
れ

た
が
、
桜
の
葉
が
電
灯
を

覆
っ
て
暗
い
。
取
り
付
け
位

置
を
変
更
す
る
な
ど
の
検
討

が
必
要
で
は
。

答
 

桜
の
管
理
も
町
に
あ

り
、
交
通
安
全
面
を

含
め
て
検
討
す
る
。

問
防
災
時
告
知
シ
ス
テ

ム
で
、
放
送
設
備
か

ら
時
報
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
流

れ
る
が
、
苦
情
も
あ
り
、
検

討
し
て
は
ど
う
か
。

答

 

音
声
告
知
放
送
の
在

り
方
、ま
た
、メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
検
証
し
、

検
討
す
る
。

■
9
月
補
正
審
査 

の
主
な
質
疑

補
助
金

問
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
補
助
金
59
万
8
千

円
の
増
額
は
何
か
。

答

 

行
事
の
バ
ス
利
用
が

多
く
、
8
月
に
バ
ス

料
金
が
値
上
げ
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
増
額
対
応
し
た
。

改
修
工
事

問
総
合
町
民
セ
ン
タ
ー

管
理
事
業
で
、
今
年

度
の
屋
根
の
防
水
工
事
は
、

普
通
工
事
か
、
強
化
を
図
る

も
の
か
。

答

 

ホ
ー
ル
入
口
と
、

ル
ー
フ
の
ク
ラ
ッ
ク

部
分
を
改
修
す
る
。
全
面
改

修
で
は
な
い
。

可
燃
ゴ
ミ
処
理
広
域
化

問
国
の
方
針
は
大
型
化

を
進
め
、
交
付
金
も

充
当
す
る
と
聞
く
が
、
各
市

町
が
条
件
に
合
致
し
な
け
れ

ば
解
散
も
あ
る
の
か
、
建
設

前
提
で
進
め
る
の
か
。

答

 

建
設
候
補
地
も
含
め
、

嶺
南
広
域
の
管
理
者

を
メ
ン
バ
ー
と
し
て
協
議
さ

れ
て
い
る
過
程
で
あ
り
、
限

定
的
に
開
始
し
て
い
る
訳
で

は
な
い
。

問
高
浜
町
か
ら
美
浜
町

ま
で
は
範
囲
が
広
く
、

一
本
化
は
難
し
い
の
で
は
。

答

 

距
離
が
長
い
と
こ
ろ

は
、
中
継
セ
ン
タ
ー

を
通
じ
て
焼
却
施
設
へ
持
っ

て
い
く
。

予
防
事
業

問
成
人
病
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
で
、
年
齢
を

5
歳
刻
み
と
限
定
す
る
国
の

事
業
内
容
で
は
、
4
〜
5
年

待
つ
人
も
で
る
。
高
齢
者
に

多
い
病
気
で
、
町
単
独
事
業

の
予
防
接
種
と
し
て
、
枠
を

広
げ
て
実
施
す
べ
き
で
は
。

答

 

現
時
点
の
9
月
補
正

で
は
、
国
の
方
針
に

基
づ
く
手
当
で
実
施
し
た
い
。

今
後
、
必
要
が
あ
れ
ば
検
討

し
て
い
く
。

問
Ａ
類
接
種
と
な
っ
た

水
痘
予
防
接
種
は
、

償
還
払
い
で
な
く
、
窓
口
の

無
料
化
が
で
き
な
い
か
。

答

 

契
約
医
療
機
関
で
は
、

Ａ
類
は
窓
口
で
の
支

払
い
は
な
い
。

な
お
、
年
度
内
に
予
防
接

種
広
域
化
に
よ
り
、
県
医
師

会
と
の
契
約
が
整
う
と
償
還

払
い
の
必
要
が
な
く
な
る
医

療
機
関
が
増
え
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
営

問
町
長
の
部
屋
の
メ
ー

ル
は
町
民
限
定
か
。

答

 

町
民
限
定
と
し
、
登

録
し
て
パ
ス
ワ
ー
ド

が
発
行
さ
れ
る
。

問
町
内
業
者
の
バ
ナ
ー
広

告
を
考
え
て
い
な
い
か
。

答

 

現
在
は
需
要
が
な
い

が
、
要
望
が
あ
れ
ば

今
後
検
討
す
る
。

９
月
補
正
予
算

反
対
討
論猿

橋 

巧 

委
員

【
討
論
概
要
】

① 

共
通
番
号
制
度
シ
ス
テ
ム

改
修
補
助
は
、
コ
ス
ト
が

多
大
で
個
人
情
報
漏
え

い
や
悪
用
さ
れ
る
危
険

性
が
あ
る
。

② 

一
般
廃
棄
物
広
域
化
計
画

策
定
予
算
は
、
処
理
場
の

大
型
化
を
招
き
、
ゴ
ミ
の

減
量
推
進
化
を
遅
ら
せ

る
。
責
任
者
不
明
確
で
議

会
機
能
が
形
骸
化
す
る
。

総合町民センター

※ 

定
期
予
防
接
種
は
、
予
防
す
る

疾
病
の
種
類
に
よ
っ
て
「
Ａ
類

疾
病
」
と
「
Ｂ
類
疾
病
」
の
類
型

に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ａ
類
…
対
象
の
方（
ま
た
は
そ
の
保

護
者
）は
接
種
を
受
け
る
よ
う
に

努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

 

　

疾
病
は
、
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百

日
せ
き
等
で
、新
た
に
、水
痘(

水

ぼ
う
そ
う)

が
加
わ
り
ま
し
た
。

Ｂ
類
…
対
象
者
本
人
が
接
種
を
希

望
す
る
場
合
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

 

　

疾
病
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

（
高
齢
者
）
で
、
新
た
に
、
成
人

の
肺
炎
球
菌
感
染
症
が
加
わ
り

ま
し
た
。
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産業
建設

久
坂
中
ノ
畑
小
浜
線
拡
幅
工
事
着
手

総務

学
校
教
育
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
を
決
定

原子力
発電対策

陳
情
3
件
を
不
採
択

総
務
常
任
委
員
会

■
付
託
審
議
内
容

定
例
会
で
付
託
さ
れ
た
議

案
1
件
、
陳
情
3
件
を
審
査

し
、
議
案
は
原
案
の
と
お
り

可
決
し
た
。

陳
情
に
つ
い
て
は
、
2
件

を
採
択
、
1
件
を
継
続
審
査

と
し
た
。

●
議
案
50
【
動
産
の
取
得
に

つ
い
て
（
学
校
教
育
Ｉ
Ｃ

Ｔ
設
備
）】

■
主
な
質
疑

問
7
月
1
日
に
公
告
し
、

結
果
2
社
の
競
争
入

札
と
な
っ
た
が
、
公
告
以
降

で
は
、
何
社
か
ら
の
申
し
入

れ
が
あ
っ
た
の
か
。

答

 

当
初
か
ら
2
社
で

あ
っ
た
。

問
落
札
し
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ビ

ジ
ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
ズ
㈱
は
、
こ
れ
ま
で

他
の
市
町
等
に
お
い
て
実
績

は
あ
る
の
か
。

答

 

実
績
は
あ
る
。

問
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使
用

頻
度
等
は
ど
の
程
度

か
。答

 
初
め
て
の
事
業
で
あ

り
、
使
用
内
容
等
に

つ
い
て
は
、
今
後
検
討
し
て

い
く
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
支
援
員
も

配
置
す
る
の
で
、
今
後
、
内

容
を
組
み
立
て
て
い
く
。

●
陳
情
7
【
軽
度
外
傷
性
脳

損
傷
の
周
知
、
及
び
労
災

認
定
基
準
の
改
正
な
ど
を

求
め
る
陳
情
】

軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
の
判

定
は
、
極
め
て
難
し
い
状
況

に
あ
る
こ
と
か
ら
継
続
審
査

と
し
た
。

●
陳
情
9
【
地
方
財
政
の
充

実
・
強
化
を
求
め
る
意
見

書
採
択
に
つ
い
て
】

地
方
交
付
税
の
算
定
に
あ

た
っ
て
は
、
国
と
地
方
自
治

体
と
の
協
議
が
非
常
に
大
き

な
こ
と
か
ら
採
択
と
し
た
。

●
陳
情
10
【
手
話
言
語
法
制

定
を
求
め
る
意
見
書
】

早
期
に
制
定
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
こ
と
か
ら
採
択
と
し

た
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

■
付
託
審
議
内
容

定
例
会
で
付
託
さ
れ
た
議

案
1
件
を
審
査
し
、
原
案
の

と
お
り
可
決
し
た
。

●
議
案
49
【
工
事
請
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て
（
道
路

維
持
補
修
工
事

（
久
坂
中
ノ
畑

小
浜
線
））】

■
主
な
質
疑

問
本
整
備
は

5
年
で
完

成
さ
せ
る
の
か
。

答

 

概
ね
5
ヵ

年
で
完
成

さ
せ
る
。

問
今
回
の
計

画
で
は
、

木
谷
地
係
ま
で
だ

が
、
こ
の
奥
に
あ

る
挙
原
や
永
谷
地
係
ま
で
整

備
さ
れ
る
予
定
は
あ
る
の
か
。

答

 

整
備
が
必
要
で
あ
れ

ば
、
県
に
要
望
し
検

討
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
る
。

原
子
力
発
電
対
策 

　
　
　
　

特
別
委
員
会

■
付
託
審
議
内
容

定
例
会
で
付
託
さ
れ
た
陳

情
3
件
を
審
査
し
、
す
べ
て

不
採
択
と
し
た
。

●
陳
情
5
【
政
府
が
福
井
地

裁
大
飯
原
発
3
・
4
号
機

運
転
差
し
止
め
判
決
を
ふ

ま
え
、
人
格
権
を
優
位
に

お
い
て
原
子
力
政
策
を
行

う
こ
と
を
も
と
め
る
意
見

書
採
択
を
求
め
る
陳
情
】

現
在
こ
の
判
決
に
対
し
控

訴
し
て
い
る
段
階
で
あ
り
、

現
段
階
で
判
断
で
き
る
も
の

で
は
な
い
と
の
こ
と
か
ら
不

採
択
と
し
た
。

●
陳
情
6
【
希
望
す
る
全
て

の
人
へ
の
放
射
能
健
康
診

断
の
実
施
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情
】

陳
情
の
内
容
は
よ
く
分
か

る
が
、
こ
の
調
査
は
国
と
福

島
県
、
東
京
電
力
の
3
者
が

調
査
し
て
お
り
、
現
在
は
先

行
調
査
が
終
わ
っ
た
段
階
で
、

こ
の
後
、
本
格
検
査
を
す
る

こ
と
を
言
っ
て
お
り
、
現
時

点
で
は
見
送
る
べ
き
と
の
こ

と
か
ら
不
採
択
と
し
た
。

●
陳
情
8
【
福
井
地
方
裁
判

所
の「
再
稼
働
差
し
止
め
」

判
決
を
尊
重
し
、
高
浜
原

発
3
号
機
、
4
号
機
及
び

大
飯
原
発
3
号
機
、
4
号

機
の
再
稼
働
中
止
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
を
求
め

る
陳
情
】

現
在
、
規
制
委
員
会
が
技

術
的
な
判
断
を
し
て
お
り
、

ま
だ
結
果
が
出
て
い
な
い
こ

と
や
、
控
訴
中
で
あ
り
、
早

急
に
判
断
す
る
べ
き
で
は
な

い
と
の
こ
と
か
ら
不
採
択
と

し
た
。

久坂中ノ畑小浜線
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■平成26年第5回（9月）定例会　議案審議結果

陳情 5

政府が福井地裁大飯原発3，4号機運
転差し止め判決をふまえ、人格権を優
位において原子力政策を行うことをも
とめる意見書採択を求める陳情

不 採 択

陳情 6
希望する全ての人への放射能健康診断
の実施を求める意見書の提出を求める
陳情

不 採 択

陳情 7 軽度外傷性脳損傷の周知、及び労災認定基準の改正などを求める陳情 継続審査

陳情 8

福井地方裁判所の「再稼働差し止め」
判決を尊重し、高浜原発3号機、4号
機及び大飯原発3号機、4号機の再稼
働中止を求める意見書の提出を求める
陳情

不 採 択

陳情 9 地方財政の充実・強化を求める意見書採択について 採　　択

陳情10 手話言語法制定を求める意見書 採　　択

発委 2 地方財政の充実・強化を求める意見書について 原案可決

発委 3「手話言語法」制定を求める意見書について 原案可決

ー 議員派遣報告および議員派遣 報告および
派遣

ー 委員会の閉会中の継続審査について 閉会中の
継続審査

報告 8 平成25年度決算に基づく健全化判断
比率の報告について 報　　告

報告 9 平成25年度決算に基づく資金不足比
率の報告について 報　　告

認定 1 平成25年度一般会計及び8特別会計
歳入歳出決算の認定について 認　　定

議案41 平成26年度一般会計補正予算（第2号） 原案可決

議案42 平成26年度後期高齢者医療事業特別
会計補正予算（第1号） 原案可決

議案43 平成26年度国民健康保険事業特別会
計補正予算（第1号） 原案可決

議案44 平成26年度国民健康保険診療事業特
別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案45 平成26年度介護保険事業特別会計補
正予算（第1号） 原案可決

議案46 平成26年度簡易水道事業特別会計補
正予算（第2号） 原案可決

議案47 平成26年度農業集落排水事業特別会
計補正予算（第2号） 原案可決

議案48 平成26年度特定環境保全公共下水道
事業特別会計補正予算（第2号） 原案可決

議案49 工事請負契約の締結について（道路維持補修工事（久坂中ノ畑小浜線）） 原案可決

議案50 動産の取得について（学校教育ICT設備）原案可決

議案番号 議　　案　　名 議決結果 議案番号 議　　案　　名 議決結果

辻 浜田 尾谷 森口 猿橋 啓 浜上 今川 森内 古石 小川 新谷 中本 猿橋 巧
認定 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

議案41 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

陳情 5 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○

陳情 6 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○

陳情 8 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○
○は賛成　　●は反対　　除は除斥　　退は退席　　欠は欠席　　（※松井榮治議長は採決に加わらない。）

■賛否が分かれた議案
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◥ 
増
加
す
る
空
き
家
問
題
の
取
り
組
み
に
対
す
る
町
長

の
決
意
は

町
長 
対
策
に
は
様
々
な
問
題
が
あ
る
が
、法
案
成
立
を
見
守
り
た
い

町
政
こ
こ
が
聞
き
た
い
！

9
月
定
例
会
で
は
、6
人
の
議
員
が

一
般
質
問
を
し
ま
し
た
。

今川　直樹

空
き
家
の
現
状
と

取
り
組
み
は

町
長 

調
査
で
は

１
６
０
戸
と
な
る
が
、

所
有
者
が
条
例
で
適

正
管
理
を
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る

問
町
の
取
り
組
み
が
一

向
に
見
え
な
い
。

答
（
企
画
課
長
）「
美
し

い
自
然
と
風
景
を
育

む
条
例
」
で
所
有
者
は
適
正

な
管
理
を
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
ま
た
「
空
き
家
情

報
バ
ン
ク
」を
開
設
し
た
。

問
所
有
者
に
対
す
る
指

導
実
績
は
。

答
（
企
画
課
長
）
倒
壊

恐
れ
の
あ
る
所
有
者

と
話
し
合
い
を
し
た
。

問
ま
ず
し
っ
か
り
し
た

現
状
調
査
と
デ
ー
タ

の
整
備
が
重
要
で
あ
る
。
国

も
立
法
化
の
準
備
を
し
て
い

る
。答

（
町
長
）
空
き
家
対

策
は
所
有
権
が
問
題

で
進
ま
な
い
面
が
あ
る
。

問
法
案
で
は
、
家
屋
の

強
制
撤
去
や
勧
告
、

命
令
、
罰
則
規
定
、
補
助
制

度
、
活
用
策
な
ど
を
設
け
て

対
処
す
る
と
し
て
い
る
。

答
（
町
長
）
法
案
を
注

視
す
る
。

問
既
に
県
内
の
8
自
治

体
が
条
例
を
制
定
し

取
り
組
ん
で
い
る
。
お
お
い

町
も
条
例
制
定
を
急
ぐ
必
要

が
あ
る
。

答
（
町
長
）
所
有
権
問

題
や
活
用
策
に
も
課

題
が
あ
る
が
、
今
の
ま
ま
で

良
い
と
は
考
え
て
い
な
い
。

原
発
事
故「
避
難
マ

ニ
ュ
ア
ル（
手
引
書
）」

は
住
民
理
解
が
鍵

総
務
課
長 

住
民
に
直

接
意
見
を
聞
い
た
り
、

公
募
も
考
え
て
い
る

問
犬
見
地
区
は
５
㌔
圏

内
の
避
難
対
象
外
地

域
だ
が
、
高
浜
町
の
よ
う
に

対
象
を
拡
げ
る
柔
軟
な
考
え

方
が
必
要
で
な
い
か
。

答
（
総
務
課
長
）
犬
見

は
対
象
外
だ
が
事
態

の
進
展
よ
っ
て
は
大
島
と
同

様
の
扱
い
も
あ
る
。

問
30
㌔
圏
内
は
、
有
事

の
際
に
線
量
の
実
測

結
果
に
応
じ
て
避
難
地
域
が

段
階
的
に
指
示
さ
れ
る
。
避

難
単
位
は
集
落
ご
と
に
な
る

の
か
。

答
（
総
務
課
長
）
基
本

的
に
は
小
学
校
単
位

を
想
定
し
て
い
る
が
、
集
落

単
位
か
学
校
単
位
か
は
判
断

時
点
に
よ
る
。

問
集
落
単
位
で
の
避
難

指
示
も
あ
り
得
る
な

ら
、
隣
の
集
落
が
避
難
す
れ

ば
残
さ
れ
た
集
落
は
混
乱
が

予
想
さ
れ
る
。
こ
れ
で
は
マ

ニ
ュ
ア
ル
（
手
引
書
）
は
役

立
た
な
い
。

答
（
総
務
課
長
）検
証
が

必
要
と
思
う
。
今
後

の
訓
練
の
中
で
徹
底
し
た
い
。

問
そ
の
他
の
課
題
は
。

答
（
副
町
長
）
①
集
落

ご
と
の
避
難
経
路
や

集
合
場
所
、
除
染
場
所
、
避

難
先
施
設
。
②
児
童
生
徒
や

在
宅
介
護
者
、
入
院
患
者
の

避
難
手
段
。
③
非
難
時
に
お

け
る
情
報
伝
達
手
段
。
④
安

定
ヨ
ウ
素
材
の
予
防
服
用
体

制
の
整
備
な
ど
。

問
住
民
の
安
心
の
た
め

に
も
、
日
頃
か
ら
避

難
先
と
の
交
流
や
連
携
が
大

切
で
あ
る
。
若
狭
町
は
町
長
、

区
長
、
団
体
の
リ
ー
ダ
ー
な

ど
１
５
０
人
が
避
難
先
を
訪

問
し
て
い
る
。
お
お
い
町
も

政
策
と
し
て
の
取
り
組
み
が

必
要
。
町
長
は
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

答
（
町
長
）
町
長
就
任

挨
拶
に
伊
丹
市
と
川

西
市
を
訪
れ
て
い
る
。
観
光

面
も
含
め
た
日
常
的
な
交
流

を
お
願
い
し
た
。

問
あ
ち
ら
の
反
応
は
ど

う
で
あ
っ
た
か
。

答
（
町
長
）
兵
庫
県
が

想
定
し
た
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
対
応
は

変
わ
る
と
の
こ
と
。

問
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル

（
手
引
書
）
の
実
効

性
は
、
住
民
の
理
解
と
積
み

重
ね
る
訓
練
が
大
切
で
あ
る
。

答
（
町
長
）　

先
般
の
防

災
訓
練
で
の
反
省
点

を
踏
ま
え
た
再
検
証
と
住
民

へ
の
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

学
校
の
原
発
事
故

避
難
時
の
課
題
は

何
か

教
育
長 

兄
弟
が
別
々

に
就
学
し
て
い
る
場

合
の
対
処
な
ど

問
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル

（
手
引
書
）
策
定
の

骨
子
は
。

答
（
教
育
長
）
保
護
者

へ
の
引
渡
し
方
法
や

職
員
が
取
る
べ
き
行
動
を
明

記
し
て
い
る
。

問
先
日
の
高
浜
で
の
全

国
初
の
児
童
生
徒
の

訓
練
の
検
証
結
果
は
。

答
（
教
育
長
）
校
長
間

の
共
通
理
解
が
重
要

と
な
る
。

問
保
護
者
へ
の
周
知
の

方
法
は
。

答
（
教
育
長
）
学
校
で

説
明
会
を
開
く
。
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問
き
の
こ
の
森
を
よ
り

魅
力
の
あ
る
施
設
に

再
整
備
す
る
こ
と
は
活
性
化

対
策
と
し
て
極
め
て
有
効
な

施
策
で
あ
る
。
単
な
る
公
園

の
模
様
替
え
に
終
わ
る
事
な

く
再
整
備
計
画
に
当
た
る
べ

き
だ
と
考
え
る
が
。

答
（
町
長
）
先
の
6
月

議
会
に
お
い
て
「
き

の
こ
の
森
利
用
活
用
計
画
策

定
業
務
委
託
料
」
５
０
０
万

円
を
予
算
計
上
し
、
よ
り
魅

力
の
あ
る
施
設
と
し
て
再
生

し
、
よ
り
一
層
の
集
客
と
地

域
活
性
化
を
図
る
た
め
の
検

討
体
制
を
準
備
し
た
。
本
施

設
の
設
置
目
的
に
沿
う
形
で

検
討
を
進
め
、
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
管
理
運
営
実
績

や
安
全
対
策
を
最
優
先
に
、

既
存
の
施
設
や
遊
具
を
有
効

活
用
し
な
が
ら
、
ふ
る
さ
と

交
流
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
す

る
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
の

機
能
充
実
に
も
力
を
入
れ
る
。

問
き
の
こ
も
の
し
り
館

は
、
公
園
に
来
た
家

族
連
れ
が
な
か

な
か
足
を
運
ば

ず
、
入
館
し
て

も
何
の
案
内
も

な
く
、
た
だ
見

る
だ
け
の
状
況

に
あ
る
。
小
中

学
校
と
連
携

す
る
「
き
の
こ

研
究
所
」
に
し
、

全
国
に
Ｐ
Ｒ
す

る
方
が
展
示
施

設
と
し
て
維
持
管
理
す
る
よ

り
得
策
で
は
な
い
か
。

答
（
町
長
）
家
族
連
れ

が
公
園
に
訪
れ
た
時

に
き
の
こ
も
の
し
り
館
に
立

ち
寄
っ
て
頂
く
た
め
に
、
案

内
や
動
線
を
工
夫
す
る
必
要

が
あ
る
。
意
見
と
し
て
頂
戴

す
る
。

問
き
の
こ
の
森
、
ふ
る

さ
と
交
流
セ
ン
タ
ー

は
、
旧
大
飯
地
区
と
名
田
庄

地
区
を
直
接
つ
な
ぐ
町
内
唯

一
の
道
路
、
県
道
坂
本
高
浜

線
沿
線
で
あ
る
。
旧
大
飯
地

区
と
名
田
庄
地
区
の
交
流
の

場
と
し
て
も
活
用
で
き
る
環

境
を
整
備
し
て
は
。

答
（
町
長
）
環
境
整
備

に
つ
い
て
は
、
具
体

的
な
提
案
が
あ
れ
ば
拝
聴
し

た
い
。
公
民
館
を
町
の
活
性

化
の
一
助
と
な
る
よ
う
有
効

な
活
用
を
考
慮
し
て
い
く
。

人
口
対
策
部
門
の

立
ち
上
げ
は

町
長 

第
１
次
お
お

い
町
総
合
計
画
を
前

倒
し

問
福
井
市
で
は
人
口
対

策
本
部
を
立
ち
上
げ

て
取
り
組
む
と
の
こ
と
だ
が
、

お
お
い
町
に
お
い
て
も
対
策

部
門
を
立
ち
上
げ
る
考
え
は

あ
る
か
。

きのこの森きのこの森

答
（
町
長
）
平
成
29
年

度
を
目
標
と
し
た

「
第
1
次
お
お
い
町
総
合
計

画
」
の
改
定
を
前
倒
し
し
て

行
う
。
人
口
減
少
問
題
の
影

響
、
課
題
を
分
析
し
、
そ
れ

に
対
処
す
る
施
策
等
の
立
案

を
、
全
庁
的
に
行
う
組
織
を

設
置
す
る
。

問
人
口
減
少
と
人
口
の

都
市
部
集
中
に
よ
っ

て
、
地
方
で
は
少
な
く
な
っ

た
人
口
の
取
り
合
い
に
な
る
。

他
の
自
治
体
に
は
無
い
一
歩

進
ん
だ
対
策
が
必
要
だ
。

答
（
町
長
）国
で
は「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
本
部
」
を
設
置
し
、
年

明
け
を
目
途
に
ビ
ジ
ョ
ン
を

取
り
ま
と
め
ら
れ
る
の
で
連

動
し
な
が
ら
取
り
組
む
。
町

と
し
て
特
質
の
あ
る
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
を
働
か
せ
る
可
能

性
が
あ
る
も
の
は
何
な
の
か

検
討
し
、
し
っ
か
り
取
り
組

む
。

きのこものしり館

ふるさと交流センター

◥ 

き
の
こ
の
森
を
魅
力
あ
る
施
設
に

町
長 

一
層
の
集
客
を
図
る
た
め
の
検
討
態
勢
を
準
備
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◥ 

み
ん
な
で
取
り
組
む
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進

体
制
の
再
構
築
と
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
者
を
再
募
集
し

住
民
目
線
に
よ
る
施
策
展
開
を
早
急
に
行
う
べ
き

町
長 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
理
念
を
継
承
し
な
が
ら
し
っ
か
り
と
取
り

組
ん
で
い
き
た
い

古石　　實

問
第
1
次
お
お
い
町
総

合
計
画
に
基
づ
く
、

「
み
ん
な
で
取
り
組
む
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
り
組
み
は
、

交
流
人
口
・
定
住
人
口
・
活

動
人
口
の
そ
れ
ぞ
れ
の
環
を

動
か
す
重
要
な
施
策
で
あ
る

が
、
現
状
に
お
い
て
充
分
な

施
策
展
開
が
で
き
て
い
な
い

と
思
わ
れ
る
。

　

従
っ
て
、
常
設
的
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
推
進
体
制
の
再
構

築
と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加

者
の
再
募
集
を
行
い
住
民
目

線
に
よ
る
施
策
展
開
を
早
急

に
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

答
（
町
長
）
平
成
20
年

4
月
か
ら
、
総
合
計

画
に
お
い
て
、
お
お
い
町
の

ま
ち
づ
く
り
に
主
体
的
に
参

画
し
、
住
民
と
町
が
協
働
し

て
ま
ち
を
育
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
交
流
人
口
の
環
・

定
住
人
口
の
環
・
活
動
人
口

の
環
を
動
か
す
取
り
組
み
を

「
み
ん
な
で
取
り
組
む
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
位
置
づ

け
、
取
り
組
ん
で
き
た
。

ま
た
、
平
成
23
年
度
に

「
お
お
い
町
元
気
な
ま
ち
づ

く
り
支
援
事
業
」
を
創
設
し
、

町
民
の
方
々
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
活
動
団
体
に
対
し
、
財

政
的
支
援
や
情
報
収
集
、
情

報
提
供
な
ど
側
面
的
な
支
援

を
行
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
協
働
の

意
識
の
醸
成
や
町
民
活
動
の

広
が
り
に
お
い
て
は
、
ま
だ

ま
だ
不
十
分
で
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
、
今
後
と
も
現
制

度
を
引
き
続
き
実
施
し
て
行

く
と
と
も
に
、
前
倒
し
で
着

手
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

総
合
計
画
の
改
訂
作
業
の

中
で
も
、
し
っ
か
り
と
議
論

し
て
い
き
た
い
。

問
質
問
に
対
す
る
回
答

と
し
て
理
解
で
き
な

い
。
現
制
度
を
引
き
続
き
実

施
し
、
前
倒
し
で
着
手
と
は

ど
う
い
う
こ
と
か
。

答
（
町
長
）
住
民
の
参

画
を
広
く
募
っ
て
、

意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
町

づ
く
り
に
参
画
い
た
だ
く
と

い
う
こ
と
は
地
域
に
対
し
て

愛
着
心
も
芽
生
え
て
活
性
化

す
る
と
い
っ
た
部
分
で
重
要

な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
。

そ
の
意
味
に
お
い
て
、
み
ん

な
で
取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
意
識
は
継
承
し
な
が
ら

し
っ
か
り
と
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

現
制
度
を
引
き

継
ぐ
と
い
う
意
味

合
い
は
、
現
行
の

補
助
金
制
度
は
補

助
金
漬
け
に
な
ら

な
い
仕
組
み
の
価

値
あ
る
制
度
で
あ

り
有
効
に
活
用
し

て
い
た
だ
く
と

い
っ
た
意
味
で
引

き
続
き
実
施
と
述
べ
た
も
の

で
あ
る
。

ま
た
、
前
倒
し
で
着
手
と

は
、
こ
の
方
策
を
よ
り
有
効

に
活
用
、
ま
た
足
り
な
い
と

こ
ろ
に
つ
い
て
は
今
後
思
考

し
て
い
く
と
し
た
意
味
合
い

か
ら
総
合
計
画
等
の
前
倒
し

を
し
た
計
画
策
定
の
中
で
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
継
続
的
な
課
題
だ
と
い
っ

た
意
味
合
い
で
あ
る
。

問
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加

者
の
募
集
は
、
平
成

20
年
の
1
回
で
終
わ
っ
て
い

る
が
、
こ
の
計
画
で
求
め
て

い
る
の
は
継
続
的
に
実
施
す

る
こ
と
で
あ
り
不
十
分
で
あ

る
。
早
期
に
再
取
り
組
み
を

再
開
す
べ
き
で
あ
る
。

答
（
町
長
）
理
念
に
基

づ
い
た
活
動
を
活
性

化
す
る
働
き
か
け
の
意
味
に

お
い
て
は
、
こ
の
制
度
の
周

知
も
含
め
て
、
あ
る
い
は
こ

の
取
り
組
み
に
参
画
し
て
み

よ
う
と
い
う
方
々
の
掘
り
起

こ
し
を
も
含
め
て
、
ま
だ
ま

だ
足
り
な
い
面
も
あ
る
。

福
祉
、
産
業
、
ま
ち
づ
く

り
等
い
ろ
ん
な
活
動
が
発
生

し
て
ゆ
く
こ
と
は
町
づ
く
り

に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
部

分
だ
と
思
う
の
で
、
こ
の
活

動
が
高
揚
す
る
よ
う
に
Ｐ
Ｒ

や
指
導
的
な
行
政
の
役
割
も

含
め
て
努
力
を
し
、
取
り
組

ん
で
い
く
。

ま
た
、
こ
の
取
り
組
み
の

理
念
の
周
知
と
支
援
制
度
の

仕
組
み
の
改
善
点
を
含
め
て

前
向
き
に
取
り
組
み
た
い
。

問
次
回
の
総
合
計
画
の

見
直
し
で
は
、
計
画

の
在
り
方
や
審
議
会
の
在
り

方
等
に
つ
い
て
、
住
民
意
見

の
反
映
が
可
能
な
限
り
で
き

る
体
制
で
行
う
べ
き
で
あ
る
。

答
（
町
長
）
ご
指
摘
の

と
お
り
住
民
意
見
が

十
分
反
映
さ
れ
る
よ
う
取
り

組
む
。

道の駅ライトアップの会による
若狭本郷駅前のイルミネーション
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◥ 

公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策
は

町
長 

長
寿
命
化
や
更
新
に
伴
う
財
政
負
担
が
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
く
る森口　精治　

問
高
度
経
済
成
長
期
に

建
設
さ
れ
た
公
共
施

設
の
老
朽
化
対
策
は
。

答
（
町
長
）
庁
舎
や
学

校
は
30
年
か
ら
40
年

近
く
経
過
し
て
い
る
。
大
飯

地
域
の
水
道
は
古
い
も
の
で

45
年
を
経
過
し
て
い
る
他
、

多
く
は
昭
和
60
年
か
ら
平
成

元
年
に
、
下
水
道
は
昭
和
62

年
か
ら
平
成
5
年
に
か
け
て

整
備
し
て
い
る
。

名
田
庄
地
域
は
、
水
道
が

昭
和
48
年
か
ら
同
63
年
に
、

下
水
道
は
平
成
9
年
か
ら
同

12
年
に
か
け
て
整
備
さ
れ
た
。

橋
で
は
、
古
い
も
の
は
59
年

経
過
し
て
い
る
他
、
多
く
は

昭
和
40
年
か
ら
同
55
年
に
整

備
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
今

後
、
長
寿
命
化
や
更
新
に
伴

う
財
政
負
担
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
く
る
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。

問
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
の
進
捗
状
況

は
。答

（
総
務
課
長
）
平
成

28
年
度
中
の
策
定
を

目
途
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問
そ
の
維
持
管
理
の
方

針
は
。

答
（
総
務
課
長
）
総
合

管
理
計
画
の
策
定
過

程
に
お
い
て
、
安
全
性
の
確

保
や
維
持
管
理
、
更
新
等
に

係
る
費
用
の
縮
減
と
予
算
の

平
準
化
つ
い
て
財
政
計
画
の

見
直
し
と
併
せ
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

問
人
口
減
少
社
会
へ
の

対
応
を
問
う
。

答
（
町
長
）
雇
用
の
場

の
確
保
と
い
っ
た
観

点
で
、
産
業
団
地
造
成
事
業

計
画
策
定
に
係
る
予
算
を
計

上
し
た
が
、
人
口
減
少
は
特

に
重
要
な
テ
ー
マ
と
し
て
、

全
庁
的
に
検
討
し
て
い
く
。

経
済
の
活
性
と
産
業
の

創
出
へ
の
取
組
み
は

副
町
長 
6
次
産
業

化
の
取
り
組
み
の
中

で
雇
用
機
会
の
増
大

に
努
め
た
い

問
地
域
経
済
の
活
性
と

産
業
の
創
出
に
は
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

答
（
副
町
長
）
大
飯
発

電
所
の
運
転
停
止
中

で
あ
っ
た
平
成
24
年
4
月
頃

に
比
べ
れ
ば
、
あ
る
程
度
経

済
が
元
気
を
取
り
戻
し
つ
つ

あ
る
と
推
測
し
て
い
る
。
町

で
は
各
種
支
援
制
度
や
利
子

補
助
の
他
、「
道
の
駅
う
み

ん
ぴ
あ
」
で
の
6
次
産
業
化

の
取
り
組
み
の
中
で
、
雇
用

機
会
の
増
大
に
努
め
て
い
き

た
い
。

問
舞
鶴
若
狭
自
動
車
道

の
全
面
開
通
を
踏
ま

え
、
広
域
連
携
は
ど
の
よ
う

に
な
る
の
か
。

答
（
商
工
観
光
振
興
課

長
）「
若
狭
地
域
雇

用
対
策
連
絡
協
議
会
」
に
参

画
し
、
情
報
の
共
有
を

図
っ
て
い
る
他
、「
嶺

南
地
域
広
域
行
政
推

進
委
員
会
」
の
中
で
は
、

広
域
観
光
部
が
発
足

し
協
議
を
重
ね
て
い

る
。問

町
の
活
性
を

図
る
素
材
と

し
、
大
島
地
区
に
伝
わ

る
ニ
ソ
の
杜
の
お
ま

つ
り
を
文
化
遺
産
と

し
て
支
援
し
、
内
外
に

発
信
す
る
こ
と
を
提
唱
す
る

が
。答

（
町
長
）
今
後
の
課

題
と
し
た
い
。

問
災
害
時
の
危
機
管
理

体
制
は
十
分
か
。

答
（
総
務
課
長
）
お
お

い
町
地
域
防
災
計
画

及
び
付
随
す
る
職
員
初
動
マ

ニ
ュ
ア
ル
や
避
難
勧
告
等
判

断
伝
達
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ

い
て
対
応
し
て
い
る
。
近
年

の
豪
雨
災
害
等
で
は
、
従
来

の
常
識
や
経
験
で
は
測
れ
な

い
事
態
も
考
え
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
出
来
る
限
り
早
め
の

対
応
を
心
が
け
て
い
き
た
い
。

問
減
災
へ
の
取
り
組
み

は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

答
（
副
町
長
）
災
害
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
の

対
策
を
検
討
す
る
た
め
の
調

査
等
を
し
て
い
る
。
そ
の
他
、

河
川
の
浚
渫
、
護
岸
整
備
、

本
郷
地
区
の
浸
水
対
策
に
向

け
た
実
施
設
計
、
館
川
の
排

水
対
策
調
査
や
尾
内
地
区
の

排
水
改
善
工
事
等
を
実
施
し

て
い
る
。
ま
た
、
自
主
防
災

組
織
結
成
の
促
進
や
要
支
援

者
対
応
、
情
報
収
集
体
制
の

確
立
に
も
努
め
て
い
き
た
い
。

問
津
波
対
策
と
し
て
、

本
郷
地
区
と
大
島
地

区
に
避
難
用
を
兼
ね
た
多
目

的
タ
ワ
ー
の
配
置
予
定
は
あ

る
の
か
。

答
（
町
長
）
現
在
の
所
、

予
定
は
し
て
い
な
い

が
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し

た
い
。
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町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
情
報
活
用
と
、全
面
的
な 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
提
案
す
る

町
長 
前
向
き
に
検
討
し
た
い

尾谷　和枝

問
以
前
か
ら
、
災
害
・

避
難
情
報
を
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
に
赤
枠
で
掲
載
す
る

改
善
を
訴
え
て
い
る
が
。

答
（
町
長
）
特
別
警
報

が
発
令
さ
れ
た
際
は
、

ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
か
ら
瞬
時
に

周
知
で
き
る
よ
う
、
シ
ス
テ

ム
改
修
し
利
活
用
に
努
め
る
。

問
町
外
者
に
も
分
か
る

避
難
場
所
の
地
図
情

報
を
掲
載
で
き
な
い
か
。

答
（
電
子
情
報
課
長
）

避
難
場
所
の
掲
載
は

可
能
。

　
（
総
務
課
長
）
お
知
ら
せ

欄
に
防
災
マ
ッ
プ
の
地
図
を

掲
載
す
る
。

※
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し

た
情
報
化
と
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
全
面

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

町
長 

前
向
き
に
検

討
し
た
い

問
多
く
の
自
治
体
が
、

ツ
イ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
を
情
報
提
供
や

防
災
情
報
に
活
用
し
、県
内
で

も
6
市
町
が
採
用
し
て
い
る
。

　

多
く
の
情
報
ツ
ー
ル
を
駆

使
す
る
こ
と
が
、
防
災
・
減

災
を
含
め
た
情
報
提
供
力
と

な
る
。
8
年
経
っ
た
シ
ス
テ

ム
の
手
直
し
で
は
、
検
索
の

し
に
く
さ
等
、
解
決
で
き
な

い
部
分
も
あ
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

活
用
し
た
情
報
化
と
併
せ
て
、

全
面
的
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
予

算
化
を
提
案
す
る
。

答
（
町
長
）
※
ク
ラ
ウ
ド

形
式
を
導
入
し
て
、

コ
ス
ト
を
削
減
し
た
い
考
え

が
あ
る
。
ツ
イ
ッ
タ
ー
や

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
等
で
の
災

害
時
避
難
情
報
活
用
も
認
識

し
て
お
り
、
前
向
き
に
検
討

し
た
い
。

機
器
を
利
用
し
な
い
方
々

へ
の
情
報
発
信
も
必
要
で
、

精
度
の
高
い
情
報
を
確
実
に

伝
達
す
る
こ
と
が
、
防
災
、

減
災
に
重
要
と
い
う
観
点
で

取
り
組
む
。

※「
ふ
る
さ
と
納
税
」に

対
す
る
町
の
考
え
は

副
町
長 

本
来
の
制
度

Ｐ
Ｒ
に
努
め
た
い

問
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

は
、
各
自
治
体
に

よ
っ
て
力
の
入
れ
方
や
考
え

方
に
差
が
あ
り
、
最
近
は
魅

力
あ
る
自
治
体
へ
寄
附
を
す

る
傾
向
が
強
く
な
っ
て
い
る
。

当
町
の
考
え
は
。

答
（
副
町
長
）
都
市
部

と
地
方
の
税
収
格
差

の
解
消
と
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
バ
ラ
ン
ス
化
に
画
期
的
な

制
度
だ
が
、「
プ
レ
ゼ
ン
ト

合
戦
」
の
過
熱
で
、「
故
郷

に
恩
返
し
す
る
」
と
い
う
制

度
本
来
の
寄
付
者
の
想
い
が

置
き
去
り
に
さ
れ
て
い
る
と

危
惧
し
て
い
る
。
押
し
つ
け

に
な
ら
な
い
よ
う
制
度
の
Ｐ

Ｒ
に
努
め
た
い
。

問
平
成
25
年
度
実
績
は
、

全
国
で
は
4
万
5
千

件
で
12
億
6
千
万
円
。
福
井

県
は
８
５
５
件
で
9
千
万
円
。

町
の
状
況
は
。

答
（
総
務
課
長
）
7
件

で
55
万
5
千
円
。
例

年
20
〜
50
万
円
で
推
移
し
て

い
る
。

問
全
国
版
ふ
る
さ
と
納

税
関
連
の
、
お
お
い

町
の
欄
は
、
使
い
道
も
、
謝

礼
品
も
空
欄
だ
が
。

答
（
総
務
課
長
）
金
額

に
よ
り
地
元
の
特
定

施
設
利
用
券
、
特
産
品
セ
ッ

ト
な
ど
を
送
っ
て
い
る
。
使

い
道
は
、
一
般
寄
付
金
と
し

て
、
使
途
を
特
定
せ
ず
一
般

財
源
化
し
て
い
る
。

チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、

積
極
的
に
取
り
組

ん
で
は

町
長 

交
流
人
口
拡
大

の
き
っ
か
け
作
り
と
し

て
検
討
し
て
み
た
い

問
人
気
が
高
い
産
直
品

を
、
道
の
駅
を
活
用

し
て
選
ん
で
も
ら
う
方
法
な

ど
、
町
を
Ｐ
Ｒ
し
な
く
て
は

も
っ
た
い
な
い
。

　

国
が
、
地
方
重
視
の
姿
勢

を
強
調
し
、
ふ
る
さ
と
納
税

を
拡
充
す
る
方
針
で
あ
る
。

こ
れ
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、

財
源
の
確
保
と
地
域
の
魅
力

を
発
信
で
き
る
よ
う
知
恵
を

絞
り
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
べ
き
で
は
。

答
（
町
長
）「
ふ
る
さ
と

納
税
」
に
は
、「
寄

付
を
募
る
」
と
、「
地
域
を

Ｐ
Ｒ
し
て
物
販
す
る
」
2
つ

の
側
面
が
あ
る
。

本
来
、地
方
を
救
う
に
は
、

交
付
税
の
よ
う
に
国
が
制
度

設
計
を
し
て
取
り
組
む
姿
勢

が
必
要
で
あ
る
。
一
方
、
町

の
Ｐ
Ｒ
、物
販
等
の
工
夫
で
、

交
流
人
口
拡
大
の
き
っ
か
け

作
り
と
す
る
提
案
は
、
是
非

と
も
検
討
し
て
み
た
い
。

今
回
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
改
善
点
と
、情

報
活
用
へ
の
見
解
は

町
長 

生
活
情
報
や
、

速
や
か
な
防
災
情
報

発
信
、イ
ベ
ン
ト
、観

光
案
内
な
ど
、町
の

顔
と
し
て
の
重
要

性
は
認
識
し
て
い
る
。

今
回
、ト
ッ
プ
画
面

を
見
や
す
く
変
更
し
、

観
光
施
設
等
の
写
真

掲
載
で
Ｐ
Ｒ
に
努
め
、

新
た
に「
町
長
の
部

屋
」を
設
け
る

【
欄
外
語
句
説
明
①
】

　

※
Ｓ
Ｎ
Ｓ
：
ツ
イ
ッ
タ
―
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
交
流
。

　

※
ク
ラ
ウ
ド
：
デ
ー
タ
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
（
雲
）
に
保
存
す
る
使
い
方
。

【欄外語句説明②】
　※ ふるさと納税：故郷などの自治体に寄付をすると居住地で税金が軽減される。
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日
本
が
海
外
で
武
力
行
使
す
る
こ
と
に
反
対
を

町
長 

国
会
等
で
十
分
な
議
論
を
交
わ
し
て
欲
し
い
と
考
え
る

猿橋　　巧

問
安
倍
内
閣
が
閣
議
決

定
し
た
「
集
団
的
自

衛
権
行
使
」
は
、
憲
法
9
条

で
禁
ず
る
「
海
外
で
の
武
力

行
使
」
に
当
た
る
。
再
び
お

お
い
町
の
若
者
を
戦
争
に
参

加
さ
せ
か
ね
な
い
解
釈
改
憲

に
対
し
、
町
民
を
代
表
し
て

反
対
の
意
志
を
示
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

答
（
町
長
）
憲
法
の
解

釈
に
つ
い
て
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
議
論
が
な
さ
れ
た

う
え
で
決
定
に
至
っ
た
と
認

識
し
て
い
る
。
日
本
の
将
来

を
方
向
付
け
る
案
件
な
の
で
、

国
会
等
で
十
分
な
議
論
を
交

わ
し
て
欲
し
い
と
考
え
る
。

問
海
外
で
の
「
武
力
行

使
」
を
容
認
す
る
限

り
自
衛
隊
の
活
動
は
憲
法
違

反
と
な
り
、
本
町
の
隊
員
募

集
や
協
力
会
負
担
金
等
の
援

助
活
動
も
問
題
と
な
る
が
認

識
は
。

答
（
町
長
）
集
団
的
自

衛
権
行
使
を
前
提
と

し
た
質
問
と
認
識
し
て
い
る
。

自
衛
隊
の
意
義
は
、
防
衛

出
動
・
治
安
出
動
や
災
害
派

遣
が
自
衛
隊
法
に
規
定
さ
れ

て
い
る
。
有
事
の
際
に
お
け

る
自
衛
隊
の
役
割
は
重
要
な

組
織
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
募

集
を
は
じ
め
援
助
活
動
は
大

変
意
義
が
高
い
も
の
と
考
え

る
。

固
定
資
産
税
の
税

率
の
改
正
で
町
民

の
税
負
担
の
軽
減

を
行
う
必
要
は

町
長 

町
の
税
収
の
約

80
％
を
占
め
る
基
幹

的
な
税
金
で
、標
準
税

率
を
越
え
る
税
率
採

用
の
意
義
は
大
き
い

問
本
町
の
率
は
、
1・

5
％
だ
が
、
標
準
税

率
は
1・
4
％
で
あ
る
。
超

過
課
税
の
、
意
義
の
減
少
や

町
民
の
税
負
担
の
軽
減
の
た

め
標
準
課
税
に
戻
す
時
期
で

は
な
い
か
。

答
（
町
長
）
1・
4
％

に
す
る
と
個
人
で

１
４
０
０
万
円
・
法
人
で

４
７
０
０
万
円
、
大
規
模

償
却
資
産
（
原
発
関
連
）
で

１
億
７
８
０
０
万
円
の
減
収

と
な
る
た
め
、
こ
の
税
率
採

用
の
意
義
は
大
き
い
の
で
、

町
民
の
皆
様
に
は
、
負
担
を

か
け
る
が
、
理
解
を
し
て
欲

し
い
。

問
国
保
税
の
資
産
割
を

廃
止
し
た
自
治
体
が

増
加
し
て
い
る
。
村
部
の
町

民
の
中
に
は
、
所
得
も
低
い

の
に
資
産
を
多
く
所
有
す
る

中
で
重
税
感
が
あ
る
。
よ
っ

て
資
産
割
を
廃
止
し
て
は
。

答
（
副
町
長
）
資
産
割

を
廃
止
し
て
も
、
国

保
税
全
体
を
抑
え
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
他
の
割
合
を
上

げ
れ
ば
、
低
所
得
者
層
の
負

担
感
が
高
く
な
る
こ
と
も
あ

る
。
な
お
、
今
後
、
国
保
の

広
域
化
等
の
変
革
の
時
期
に

あ
り
検
討
課
題
と
し
た
い
。

問
現
行
の
軽
減
税
率
等

や
国
保
基
金
の
現
在

額
は
。

答
（
税
務
課
長
）
2
・

5
・
7
割
軽
減
者
は

５
８
９
世
帯
で
、
基
金
は

２
億
４
０
０
０
万
円
程
で
あ

る
。

問
コ
ン
バ
イ
ン
等
課
税

は
、使
用
実
態
を
考
え

て
非
課
税
扱
い
す
べ
き
で
は
。

答
（
税
務
課
長
）
小
型

特
殊
自
動
車
は
、
地

方
の
税
法
に
よ
り
、
所
有
者

に
課
す
。
使
用
実
態
は
認
識

し
て
い
る
が
、
財
産
税
で
も

あ
り
、
特
例
は
で
き
な
い
。

空
き
家
対
策
は
、緊

急
の
課
題
で
は
な
い

か
。条
例
制
定
や
情

報
調
査
を
す
べ
き

副
町
長 

所
有
者
の
自

己
責
任
の
も
と
適
正
管
理

を
し
て
も
ら
う
が
周
辺
の

方
々
か
ら
の
不
安
・
要
望

に
も
対
策
を
検
討
す
る

問
県
は
対
策
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
っ
た
が
実
施

は
市
町
に
任
さ
れ
て
い
る
。

「
行
政
代
執
行
」
を
規
定
し

た
他
自
治
体
の
条
例
な
ど
を

参
考
に
し
対
応
策
を
考
え
て

は
。答

（
副
町
長
）
町
で
は

「
お
お
い
町
の
美
し

い
自
然
と
風
景
を
育
む
条

例
」
に
基
づ
き
適
正
管
理
を

願
っ
て
い
る
。
他
方
、
諸
事

情
か
ら
老
朽
化
が
進
み
要
望

等
も
想
定
さ
れ
る
た
め
、
対

応
策
を
検
討
し
て
い
く
。

全
国
学
力
テ
ス
ト

の
成
績
公
表
は

教
育
長 

学
校
別
の

平
均
正
答
率
は
公
表

し
な
い
が
、良
い
所
、

改
正
す
べ
き
所
を
公

表
す
る

問
学
校
別
の
成
績
公
表

は
、
競
争
を
あ
お
る

と
し
て
禁
止
し
て
き
た
が
、

本
町
の
方
針
を
伺
う
。

答
（
教
育
長
）
昨
年
ま

で
は
、
学
校
別
の
結

果
公
表
は
、
無
用
な
競
争
を

あ
お
る
と
し
て
禁
じ
て
き
た

が
、
本
年
度
か
ら
公
表
を
国

は
認
め
た
。
本
町
で
は
、
結

果
の
概
要
・
課
題
分
析
等
に

つ
い
て
公
表
す
る
こ
と
を
考

え
て
い
る
。
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町
政
こ
こ
が
聞
き
た
い
！



■ 

小
浜
市
・
お
お
い
町
総
合
振
興 

協
議
会

﹇
期　

日
﹈平
成
26
年
7
月
25
日

﹇
場　

所
﹈小
浜
市

﹇
参
加
者
﹈議
員
14
名

﹇
協
議
内
容
﹈

　

・
舞
鶴
若
狭
自
動
車
道
全
通
に
伴
う

観
光
戦
略
に
つ
い
て

　

・
北
陸
新
幹
線
若
狭
ル
ー
ト
の
現
状

と
今
後
に
つ
い
て

■
委
員
長
・
副
委
員
長
研
修

﹇
期　

日
﹈平
成
26
年
8
月
8
日

﹇
場　

所
﹈ 

福
井
県
自
治
会
館

﹇
参
加
者
﹈議
員
7
名

﹇
研
修
内
容
﹈

　

・
事
例
研
究 

他

■
要
望
活
動

﹇
期　

日
﹈平
成
26
年
8
月
20
日
・
21
日

﹇
場　

所
﹈東
京
都
中
央
官
庁
等

﹇
参
加
者
﹈議
員
6
名

﹇
要
望
内
容
﹈

● 

原
子
力
一
元
管
理
責
任
の
確
実
な
遂
行

　

①
原
子
力
政
策
に
つ
い
て

　

②
地
域
支
援
策
に
つ
い
て

　

③
使
用
済
み
核
燃
料
に
つ
い
て

　

④
災
害
制
圧
・
避
難
に
つ
い
て

● 

生
命
・
生
活
・
避
難
道
路
網
の
早
期

整
備
に
つ
い
て

　

① 

主
要
地
方
道　

坂
本
・
高
浜
線
の

早
期
完
成
に
つ
い
て

　

② 

一
般
県
道　

岡
田
・
深
谷
線
の
早

期
開
通
に
つ
い
て

　

③ 

国
道
１
６
２
号（
深
谷
・
相
生
間
）

道
路
整
備
の
早
期
完
成
に
つ
い

て

　

④ 

原
子
力
災
害
制
圧
道
路
に
接
続
す

る
橋
梁
の
新
設
整
備
と
赤
礁
崎

公
園
線
の
道
路
改
良
に
つ
い
て

　

⑤ 

主
要
地
方
道
小
浜
綾
部
線
の
国
道

昇
格
に
つ
い
て

■
福
井
県
町
議
会
議
員
研
修

﹇
期　

日
﹈平
成
26
年
8
月
29
日

﹇
場　

所
﹈ 

福
井
県
自
治
会
館

﹇
参
加
者
﹈議
員
12
名

﹇
研
修
内
容
﹈

　

・
条
例
立
案
の
ポ
イ
ン
ト
と
政
策
立

案
機
能
の
強
化
へ
向
け
て

8
月
2
日
・
3
日
町
内
4
会
場
で
「
議

会
報
告
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

土
・
日
の
午
前
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ご
参
加
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

今
回
の
報
告
会
は
、
25
・
26
年
議
会
か

ら
の
主
な
議
決
案
件
等
の
報
告
と
、
二
つ

の
テ
ー
マ
で
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。今

後
、
い
た
だ
い
た
ご
意
見
等
を
各
委

員
会
で
検
討
し
取
り
ま
と
め
、
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
報
告
し
ま
す
。

■
報
告
事
項

・
25
年
12
月
、
26
年
3
月
・
6
月
議
会

の
主
な
議
決
案
件

・
原
発
へ
の
議
会
動
静

■
意
見
交
換
テ
ー
マ

・
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

・
産
業
の
振
興
と
雇
用
の
場
の
確
保
に

つ
い
て

■
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
等

﹇
議
会
運
営
等
に
つ
い
て
﹈

　

・
議
会
報
告
会
の
検
証
・
成
果

　

・
議
員
の
視
察
・
研
修
の
成
果

　

・
請
願
・
陳
情
の
案
件

﹇
原
子
力
発
電
関
連
に
つ
い
て
﹈

　

・
県
内
外
へ
の
避
難
先
自
治
体

　

・
原
発
再
稼
働
の
動
向

﹇
町
行
政
運
営
に
つ
い
て
﹈

　

・
町
の
人
口
減
少
対
策

　

・
結
婚
対
策
や
若
者
出
会
い
事
業

　

・
津
波
対
策
事
業
や
避
難
所
看
板

　

・
防
災
道
路
等
の
整
備

　

・
各
学
校
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
指

導
体
制

　

・
サ
ッ
カ
ー
場
の
利
用
者

　

・
産
業
団
地
と
企
業
誘
致

　

・
南
浦
地
係
・
三
重
地
係
の
宅
地
分

譲

　

・
空
き
家
対
策
の
充
実

　

・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進

Report
リポート

議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た

議

会

活

動
・
研

修

報

告
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活
動
・
研
修
報
告



　平成26年度末には総延長で148.5㎞、
95.4%が完成し、平成27年度にすべて完成
する予定である。

平成25年度末で総延長
135.7㎞、87.2%が完成

　道の駅「うみんぴあ大飯」1周年記念事業など
の町独自の事業や、若狭路恐竜展などの県・近隣
市町との連携イベント等多彩な事業を展開する。

県・近隣市町との連携イベ
ント等多彩な事業を展開

一般質問
の行方

　議会だよりでは、定例会での一般質問の要旨を掲載していますが、議員からの
提案などが、その後、どのように町政に反映されたかを、追跡調査してみました。

　開通1ヵ月後の効果は、前年同期と比較し
て、道の駅「うみんぴあ大飯」で27％増加、
こども家族館で35％増加している。

嶺南主要観光地で
来場者20％増加

　7月20日に舞鶴若狭自動車道が全線開通
となるが、町の魅力を発信するイベントは。

（平成26年6月議会　猿橋啓一 議員）

舞若道全線開通に
よる町の魅力発信は

　新規金網柵工事は計画どおり進んでいるか。
（平成25年9月議会　森内正美 議員）

鳥獣被害防止緊急対策
事業の進捗状況は

　平成25年度計画31.5㎞の内、22.8㎞が
完成する見込みで、残りの分についても、少
しでも多く設置したい。

平成24年度末で68％が完成

商工観光振興課長答弁

農林水産振興課長答弁

整備が進む山際恒久柵

道の駅「うみんぴあ大飯」1周年記念イベント

どうなった?

どうなった?
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あ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
た
の
？



　おおい町議会では、本会議をはじめ議員全員協議会や各委員会も公開しています。
　次回の定例会は12月です。傍聴について詳しくは議会事務局（77-1111 内線312）までお問い合わせください。

【
編
集
後
記
】

実
り
の
秋
、
文
化
の
秋
、
ス

ポ
ー
ツ
の
秋
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。昨

年
は
台
風
18
号
の
縦
断
で

若
狭
地
方
は
甚
大
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
が
、
今
年
は
そ
の

よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
と

祈
っ
て
い
ま
す
。

8
月
に
開
催
し
た
議
会
報
告

会
に
ご
参
加
を
頂
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。今
回
は
、初

め
て
の
試
み
と
し
て
意
見
交
換

会
を
行
い
ま
し
た
。こ
れ
か
ら

も
、さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。ま
た
、グ
ル
ー
プ
や
団

体
の
皆
さ
ま
と
の
出
前
懇
談
会

も
引
き
続
き
募
集
し
て
お
り
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

さ
て
、今
回
の
議
会
だ
よ
り
で

は
、平
成
25
年
度
の
決
算
審
査

と
、平
成
26
年
度
補
正
予
算
審

議
な
ど
を
お
伝
え
し
ま
す
。質

疑
や
審
査
の
過
程
を
な
る
べ
く

分
か
り
や
す
く
、と
委
員
で
試

行
錯
誤
し
、紙
面
を
増
や
し
て
い

ま
す
。皆
さ
ま
の
、ご
意
見
・
ご

感
想
な
ど
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

（
尾
谷  

記
）

議会の傍聴に来てみませんか

会　期：12月4日から19日まで（16日間）
本会議：4日（議案提案理由説明）、16日（一般質問）、19日（採決）
委員会：予算決算委員会（4日）、総務・産業建設委員会（5日）、原子力特別委員会（9日）

12月定例会
の予定

日本赤十字社の水上安全法講習会がきっかけ
となり、救助員として高浜の海水浴場で30年
近く毎年夏シーズン、家族の理解と協力を得て
仲間とともに海浜パトロール活動を行っていま
す。
溺者救助、迷子の捜索、手漕ぎボートの転覆
救助、水辺の応急手当、雷雨時の遊泳者保護、
密漁監視、水上バイクの指導、南風時の注意喚起、離岸
流の対応、イベントの海上警備、水難救助訓練、関係機
関との連携など海浜パトロール活動は様々です。
シーズン中、子どもの事故が報道されるたび「子ども
の事故は絶対防げる」と、子どもがいる同じ親としてパ
トロール中は、家族で来ている海水浴客に浜辺から海上
から注意放送や直接声掛けを行い、事故の未然防止に
つなげています。
きっかけとなった赤十字活動では、水上安全法

をはじめ、救急法、幼児安全法のボランティア指導員として、
講習を受講された方々が赤十字の使命にご理解のもと、日

常生活並びに災害救
護活動時は、良き協
力者として行動して
くれることを願い、
地域の講習普及に努
めています。
これらの活動を
通じて得られた人と
の関わり、つながり
をこれからも大切に
し、「子どもたちの
水難事故ゼロ」のた
め、仲間とともに地
域の方々のご理解、
ご協力を得ながら活
動しています。

河端　真一 さん本 郷 ６ 区

夜 空の星見は「時間旅行」
事務局　中村 賢一 さん名田庄天体観測

クラブ  星の庄

水 の事故から子どもたちを守りたい

星の観察に良い
季節になってまいり
ました。僕たちは普
段、子ども会や観光
協会、教育委員会、
公民館などから依頼
を受けて、夜空の星
を楽しむ体験活動を
行っています。
平成14年あたり

から星の好きな仲間
が集まり、天体観
測クラブを作ろうと
いうことになりまし
た。かれこれ12年
になります。「星の
庄」と言う素晴らし

いクラブの名前は、暦会館の藤田館長に命名をいただきま
した。最初は細々とやっていたのですが徐々に皆さんから
お声掛けをいただき、楽しく活動させていただいております。
夜空の星見と言うのは、星を見ているだけで「時間旅行」

をしているようなものです。例えば今見ている星が100光
年離れているとすると、その光が100年前にその星を出発
して、今、僕たちのところに届いていることになるのです。
つまり100年前の星を見てるんですね。夜空には１年前の
光、100年前の光、1万年前などの光が一緒に散らばってい
て、見てるだけで人間とは何とちっぽけなものだと思えて
くるんですね。
皆さんもたまには空を見上げてみてください。広大でゆっ

たりした時間が流れ、忙しい日常をひと時忘れるのもたま
にはいいと思いますよ。人工衛星や国際宇宙ステーション
が見えたり、運がよければUFOが見られるかもしれません
よ。保証できませんが……。

起起起起、離、離、離、離、離、 岸岸岸岸岸岸岸岸
関係関係関係係係係関係関係機機機機

「子どもも
ととしてパ
から海上
防止に

法
導員として、

発　
　
　

行
：
福
井
県
お
お
い
町
議
会

発
行
責
任
者
：
議
長 

松
井
榮
治

編　
　
　

集
：
議
会
広
報
特
別
委
員
会
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